
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録

夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録

(
平
成

3
年
)

① 

単
行
本
の
部

工

よ

#

汁

品

以

ウ

ι

村

田

好

哉

浅

田

隆

戸

田

民

子

加

賀

乙

彦

・

他

② ③ ④ ⑤ 

跡平太浅深
見
学問
園

敏淑正淑敬短敏
図期

夫禎晴禎之書大夫登洋浩
館学
編編編

田野江

⑤ ⑦ ③ 

藤烏藤玉

井井井井

⑨ ⑬ 

平

岡

町
山

編

『
三
四
郎
』
(
激
石
作
品
論
集
成

{第
五
巻

著

『
群
像
日
本
の
作
家

『
行
人
L

(

激
石
作
品
論
集
成
【
第
九
巻

1 

夏
目
激
石
』

f肩著

『
鴎
外

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
(
激
石
作
品
論
集
成

【第
一
巻

夏
目
激
石

H
』

激
石
!
日
本
近
代
知
識
人
の
問
題
!
」

編

『
日
本
文
学
研
究
大
成

『
夏
目
激
石
関
係
所
蔵
目
録
2
』

『
こ
、
ろ
』
(
激
石
作
品
論
集
成

【第
十
巻

編

『
法
虚
集
・
夢
十
夜
L

(

激
石
作
品
論
集
成

【第
四
巻

『
夏
目
激
石
研
究
資
料
集
成
』
(
第
I
期

・
全
日
巻
別
巻
I

編

山
桜
楓
社

桜
楓
社

小
学
館

深
江
浩
先
生

定
年
退
職
記
念
会

桜
楓
社

図
書
刊
行
会

跡
見
学
園
短
期
大
学
図
書
館

桜
楓
社

桜
楓
社

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー 本

勝
平
3
・
1
・
m

平
3
・
2

・

m

平
3
・

2
-
m

平
3
・
2
・

n

平

3
・
3
-
m

平
3
・

3
・
初

平
3
・
4
・
m

平
3
・

4
-
m

平
3
・

5
-
m

平
3
・
5
・

m
正
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T
よ
叫
H
山

平
元
・刊山
・江川

T
よ
叶
同

平
2
・
4
-
m

補
注
的



日

本

放

送

協

会

工

よ

件

汁

鮎

臥

ケ

ι

坪

内

稔

典

太
田
登
・
木
股

知
史
・
高
田
務

東

秀

紀

⑪ ⑫ ⑬ ⑬ ⑮ ⑬ ⑪ ⑬ ⑮ @ @ ⑫ @ @ @ @ ⑫ @ 

手口国加出竹芹小江B書き李夏木浅丸大小石

田中E華き口盛 j事森藤回j峯股田山西目) I [ 

言重文敏f呆天光陽健国義忠勝伸知正

豆
口子夫夫淳リ雄 Eームロネ東史隆昭治美--'--

ノ、

著

『
マ
イ
ク
ロ
版
論
文
集

夏
目
激
石
』
(
観
白
亭
叢
刊

第
七

著

『
夏
目
激
石
「
明
暗
』
蛇
尾
の
章
』

著

「激
石
の
『
明
暗
』

の
理
念
と
構
造
及
び
結
末
」

(
7
M
U
刊

)

著

『
ロ
ン
ド
ン
の
夏
目
激
石
L

(

新
装
版
)

『
激
石
と
ア
!
?
王
伝
説

『峰
離
が
》
研
究
』
(
講
諮
文
庫

m)

著編

『
道
草
」
(
激
石
作
品
論
集
成

【第
十
一
巻

著

『
激
石

文
学
の
端
緒
』

著

(
鴎
外
・
龍
之
介
・
有
二
C

'

文
学
の
哲
学
的
考
察
』

「
魯
迅
の
悲
劇
と
激
石
の
悲
劇
文
化
伝
統
+
れ
併
」
(
第
田
市
オ
リ
議
)

『
激
石

そ
の
軌
跡
と
系
譜

著編著編著

『
透
谷
と
激
石

自
由
と
民
権
の
文
学
』

『
守
こ
こ
ろ
』

の
読
み
方
指
導
』
(
教
材
研
究
の
定
説
化
6

『
虞
美
人
草
・
野
分

・
坑
夫
』
(
激
石
作
品
論
集
成

【第
三
巻

著

『父

・
夏
目
激
石
』
(
文
春
文
庫

な

24 

編

『
N
H
K
こ
こ
ろ
を
よ
む
|
森
鴎
外
・
夏
目
激
石
|
』

編

『
彼
岸
過
迄
』
(
激
石
作
品
論
集
成

{第
八
巻

編

『
そ
れ
か
ら
』
(
激
石
作
品
論
集
成

{第
六
巻
})

回
一
鴻
器
い
』
(
中
公
新
書

附
)

著

『
激
石
の
倫
敦
、
ハ
ワ
1
ド
の
ロ
ン
ド
ン

著

『
激
石

円
い
輪
の
上
で
』

(
私
家
版
)

東
方
出
版

さ
い
た
ま
「
7

イ

プ
ッ
ク
〕
サ
ー
ビ
ス

河
出
書
房
新
社

講
談
社

桜
楓
社

筑
摩
書
房

紀
伊
国
屋
書
庖

国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー

双
文
社
出
版

明
治
図
書
出
版

桜
楓
社

文
芸
春
秋
社

日
本
放
送

山
山
町
城
崎
励

A
耳

桜
楓
社

桜
楓
社

中
央
公
論
社

能
登
印
刷

・

山
山
師
服
盟
副

平
3

・5
・
ロ

平
3
・
5
-
m

平
3
・
5
・
U

平
3
・
5

・m山

平
3
・

6
-
m

平
3
・

6
-m

平
3

・
6

・
日

平
3

・
6

・日

平
3
・

6
-
m

平
3

・
6

・
μ

平
3
・
6

平
3
・
7
-
m

平
3
・
7

・日

平
3
・
8

・
1

平
3
・
8

・

m

平
3
・
9
・
叩

平
3
・
9
・
お

平
3
・
9
・

ω
②
昭
U
-
9
・お

②
昭
印
・
9
・ぉ

48ー

学
習
参
考
書

hu召
1

1

0

〆

μ
、H
3

1

2
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補注
注
(7) 

飯浅赤

野井

恵

田

干U

関

'*二
キ本

勝

小村堀平藤烏松

井井本

健
次
郎

正

晴

淑

禎
F
A
 

戸

h
y

土
入
品
川
明太

田部川

慶好功 I哨

山

加

藤

富

一

玉
井
敬
之
・
鳥
井

古
L
時

明

・

士

市

対

川

市

引 行洋子夫

編

『
門
』
(
激
石
作
品
論
集
成
【
第
七
巻

桜
楓
社

著

守
山
簿
業
花
子
規
漢
詩
と
激
石
』

激
石
・
龍
↑
応
対
肋
一
日
で
L

(

中
公
新
書

中
央
公
論
社

柏
書
房

1043 

著

『
文
人
た
ち
の
句
境

著

『
続
激
石
の
精
神
界
』

近
代
文
芸
社

告漏

『
明
暗
』
(
激
石
作
品
論
集
成
【
第
十
二
巻

桜
楓
社

著

『
夏
目
激
石

講
談
社

995 

非
西
洋
の
苦
闘
』
(
講
談
社
学
術
文
庫

編

『
激
石
関
係
記
事
及
び
文
献
』
(
激
石
作
品
論
集
成
{
別
巻
}
)

首
総
別
刷
…
間
一
肝
紛
れ
で
』
(
中
公
新
童
日

中
央
公
論
社

桜
楓
社

1053 

+者

『激
石
が
見
た
物
理
学

著

『
夏
目
激
石
1

「
三
四
郊
の
度
胸
」
な
ど
|
L
(
研
究
選
書

掛
川
日
式
円
山
凶
町
胤

セ
ン
ヲ
l

49 

編

『
夏
目
激
石
集
「
心
」
』
(
近
代
文
学
初
出
復
刻

6 

和
泉
書
院

平
岡
敏
夫
編
守
夏
目
激
石
研
究
資
料
集
成
』
(
第

I
期
・
全
叩
巻
別
巻

I
)
(
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

第
1
巻

明

治

初

年

3
月
j
明
治
必
年
6
月

第

2

巻

明

治

必

年

6
月
i
大
正
6
年
1
月

第
3
巻

大

正

6
年
1
月
j
大
正
6
年
ロ
月

第
4
巻

大

正

6
年
ロ
月
j
大
正
日
年
1
月

第
5
巻

大

正

日

年

4
月
j
昭
和
8
年
3
月

第
6
巻

昭

和

8
年
4
月
j
昭
和
9
年
ロ
月

第
7
巻

昭

和

日

年

3
月
j
昭
和
凶
年
ロ
月

平
3
・

5
-
m Z

ー、
3

ハU

ハU

、一i
，

1

4

2

1

平
3
・
日
・
円
以

7
-
3》
円

U

R

U

王
a

‘

1
ょ

っ

ム

平
3
・
1
・
1

7
-
3〉

1
よ

ハ
U

一、一
i
h

1

i

1

よ

平
3
・
1
'
m

平
3
・

2
-m

平
3
・
ロ

-m

平
3
・
ロ

-
M

Z
3
3

ワ

臼

ハ

U

T
-
-
て
、

1
よ

q
u

2J河口
6
・
2
・
3

F
L
Y
H
5
1
!
 

②
昭
日
・

8
・
ω

補
注
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補
注
附

昭
和
口
年
1
月
j
昭
和
ロ
年
2
月

昭
和
ロ
年
2
月
j
昭
和
凶
年
3
月

昭
和
H
年
4
月
i
昭
和
初
年
日
月

ー
夏
目
激
石
研
究
史

ω

H夏
目
激
石
文
学
地
園

田
夏
目
激
石
参
考
文
献

I

W
H
『
夏
目
激
石
研
究
資
料
集
成
』
第

I
期
総
目
次

V
『夏
目
激
石
研
究
資
料
集
成
』
第

I
期
執
筆
者
索
引

玉
井
敬
之
監
修
(
企
画
委
員
浅
田
隆

・
浅

野

洋

・

太

田

登

・
鳥
井
正
晴

・
藤
井
淑
禎

・
堀
部
功
夫
・
村
田
好
哉
)

『激
石
作
品
論
集
成
』
全
十
二
巻
・
別
巻
一

(桜
楓
社
平
2
・
ロ

・
l
i
平

3
・
ロ

-m
)

第

一

巻

『吾

輩

は

猫

で

あ

る

』

(

浅

野

洋

・

太

田

登

編

)

第

二

巻

『

坊

っ

ち

ャ

ん

・

草

枕
』

(

片

岡

豊

・
小
森
陽
一
一
編
)

第

三

巻

『虞
美
人
草
・
野
分
・
坑
夫
』

(

浅
田
隆
・
木
股
知
史
編
)

第

四

巻

『漆
虚
集
・
夢
十
夜
』

(鳥
井
正
晴
・
藤
井
淑
禎
編
)

第

五

巻

コ

ニ

四

郎

』

(
玉
井
敬
之
・
村
田
好
哉
編
)

第

六

巻

『

そ

れ

か

ら

』

(

太

田

登

・
木
股
知
史
・
高
田

第

七

巻

『門

』

(

赤

井

恵

子

・

浅

野

洋

編

)

第

八

巻

『彼
岸
過
迄
』

(玉
井
敬
之

・
坪
内
稔
典
編
)

第

九

巻

『

行

人

』

(浅
田
隆
・
戸
田
民
子
編
)

第

十

巻

『
こ
、
ろ
』

(

玉
井
敬
之

・
藤
井
淑
禎
編
)

第
十
一
巻
『
道
草
』

(小
森
陽
一

・
芹
淳
光
興
編
)

第

十

二

巻

『

明

暗

』

(

鳥

井

正

晴

・

藤

井

淑

禎

編

)

別

巻

『

激

石

関

係

記

事

及

び

文

献

』

(
堀
部
功
夫

・
村
田
好
哉
編
)

第
8
巻

第
9
巻

第
日
巻

別
巻

I

務
編

平
3
・
3

・

m

平
2
・
ロ
・
1

平
3
・
7

・

m

平
3
・

5
-m

平
3
・
1
・

m

平
3
・
9

・

m

平

3
-m-
叩

平
3
・
8
・

m

平
3
・
2
・
日

平
3
・
4
・

m

平
3
・

6
-m

Z

3
〉

1
i

ハU

王
a

、

1
よ

1
よ

Z

1

3

ワ

zu

n

u

i
j
・

τ
一ι
‘

1
よ

1
よ

第

4
回
配
本

第

1
回
配
本

第

8
回
配
本

第
6
回
配
本

第

2
回
配
本

第
叩
回
配
本

第
日
回
配
本

第
9
回
配
本

第
3
回
配
本

第

5
回
配
本

第
7
回
配
本

第
ロ
回
配
本

第
日
回
配
本
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① 

《
特
集
V

雑
誌
特
集
の
部
激

石

を

読

む

⑤

「文
学

|

|
交
換

・
男
と
女
・
場
|

|

季
刊
」

2
巻
1
号

② 

「

激

石

」

再

読

の

魅

力

「

ダ

カ

l
ポ」

(
特
集

「激
石
」
は
な
ぜ
読
み
継
が
れ
る
の
か
)

日
巻
3
号

(m号
)

③ 

特
輯

特
集

明
日音E 

④ ⑤ 

夏
目
激
石
文
学
を
読
む

⑤ 

特
集
夏
目
激
石
特
集

激
石
の
つ
く
っ
た
日
本
語

⑦ ③ 

特
集
特
集
『
こ
、
ろ
』

衆
i<' 

参
考
①

「
文
学
」

⑤ 

日
本
文
学
の
文
体
を
探
る

-
i

源
氏
物
語
か
ら
激
石
ま
で
1
1

考〕
雑
誌
別
一
覧

《特
集
V

激
石
を
読
む

|
|
交
換

・
男
と
女

・
場

|

|

① 

「
近
代
文
学
研
究
」

I 

夏
目
激
石
特
集

「キ
リ
ス
ト
教
文
学
」
刊
号

「山
口
国
文
」

U
号

②
「近
代
文
学
研
究
」
3
号

「
サ
ラ
イ
」
3
巻
比
号
(
必
号

「繍」

4
号

「武
蔵
野
文
学
」
お

「
文
学

季
刊
」

2
巻
l
号

「近
代
文
学
研
究
」

2
号

岩
波
書
庖

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

日
本
キ
リ
ス
ト
教
文
学
会

九
州
支
部

山
口
大
学
人
文
学
部

回
出
笠
岡
市
口
寸
入
品
ナ
ム
五

赤
山
領
幹
雄
一
滴

H
A
S
M
E
L
 

小
学
館

早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科

榎
本

・
佐
'
々
木
ゼ
ミ

武
蔵
野
書
院

岩
波
書
庖

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
社
(
赤
嶺
方
)

平
3
・
1
・
日

平
3
・
2
・
6

平
3
・

3
・
白

平
3
・
3
・
nu

平
3
・
6

平
3
・

7
-m

平
3

・
は
・
l

平

3
平
3

・
l

・口

ワ
コ
『

u
'〉

耳
μ
p
h
u

.
亡
、

一
九
九

一
年
冬
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一
九
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一
年
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② 

夏
目
激
石
特
集

E 

「
近
代
文
学
研
究
」

3
号

赤
嶺
幹
雄
一
編

H
A
S
M
E
L
 

「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録
」
「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録

E 

補
記

平
3

・
6

前
に
発
表
し
た

「夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録
」
(
「
国
語
国
文
学
誌
」
初
号
平
成
2
年
ロ
月
)
と
、
「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録

H
」

(
「
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
」
創
刊

号

平

成

3
年
7
月
)
の
遺
漏
、
誤
記
に
つ
い

て
の
補
記
を
次
に
掲
載
す
る
。
補
記
の
作
成
に
あ

た
っ
て
、
今
回
も
、
多
く
の
方
々
の
ご
教
示
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
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目
激
石
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の
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寵
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梗
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及
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評
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助
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加
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鈷
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冗
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四
編
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の
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輩
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概
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元
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冗
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編
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石
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石
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書
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蹴
吾
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猫
で
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』
(
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版
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『激
石
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」
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(
複
刻
)

著

『夏
目
激
石

非
西
洋
の
苦
闘
』

著

『
激
石
詩
選
』
(
名
古
屋
豆
本

別
冊
第
二
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集

通
巻
七

O
冊

「
別
冊
夏
目
激
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(
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激
石
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「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録
」
の
注
と
補
注
の
補
記

第
十
八
編
)
(
腕
著
期
論
脱
税
折

① 

生
方
敏
郎
著
『
夏
日
激
石
氏
の
我
輩
は
猫
』
(
名
著
梗
概
及
評
論

「
我
輩
は
猫
で
あ
る
」
の
題
で
、
文
学
評
論
刊
行
会
編
『
齢
耕
近
代
文
学
評
論
』
上
巻
(
有
宏
社
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文
学
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論
刊
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編
『
齢
鮮
近
代
文
学
評
論
』
下
巻
(
有
宏
社

間
耐
鏡
箭
筆
縦
『
激
石
の
思
ひ
出
』
(
改
造
社
昭
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・
日
・

お
)

角
川
書
庖
編
集
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編
『
世
界
の
人
間
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西
宮
藤
朝
著
『
夏
目
激
石
氏
の
虞
美
人
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』
(
敬
文
館
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正
人
著
『
現
代
作
家
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集
3

帥
一
批
吉
賄
編
『
近
代
の
文
学
』
(
十
冊
の
本

の
文
学
」
と
改
題
、
補
筆
し
て
所
収
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に
、
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ま
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収
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激
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文
献
目
録
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考
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刻
版
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複
刻
版
、
複
製
版
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E
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※ 

改
訂
の
箇
所
に
は
傍
線

(1
1
)
を
付
し
た
。
今
回
の
目
録
か
ら
、
二
応
確
認
し
た
が
調
査
不
十
分
の
文
献
名
の
上
に
、
ム
を
記
し

た
。
ま
た
、
単
行
本
の
部
に
入
れ
た
が
、
単
行
本
と
い
う
よ
り
、
小
冊
子
(
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
)
、
も
し
く
は
小
冊
子
(
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
)

に
類
す
る
文
献
は
『

』
で
な
く
、
「
」
で
囲
み
、
単
行
本
と
区
別
し
た
。

イ寸

「
H
U

一言一回今
回
の
目
録
に
つ
い
て
も
、

遺
漏
や
、

誤
り
が
あ
る
か
と
思
う
。
文
献
目
録
作
成
の
方
法
等
と
あ
わ
せ
て
、

ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

(
本
学
教
授
)

57 


